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前週終値 7月28日 7月29日 7月30日 7月31日 8月1日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 16,982.59 16,912.11 16,880.36 16,563.30 16,493.37
騰落幅 +22.02 -70.48 -31.75 -317.06 -69.93

S&P500 1,978.91 1,969.95 1,970.07 1,930.67 1,925.15
騰落幅 +0.57 -8.96 +0.12 -39.40 -5.52

ナスダック総合指数 4,444.91 4,442.70 4,462.90 4,369.77 4,352.64
騰落幅 -4.65 -2.21 +20.20 -93.13 -17.13

-2.75%

-2.69%

-2.18%

16,960.57

1,978.34 -53.19

-467.20

-96.924,449.56

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 14.6 2.9 2.3%

S&P500 16.1 2.6 2.0%

ナスダック総合指数 21.0 3.3 1.2%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2014年8月1日時点）

 先週の米国株式市場－利上げ早期化観測などから急落－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国株式市場は、利上げが早期化す

るとの懸念やアルゼンチンのデフォルト問

題、ポルトガルの大手銀行の破綻懸念などか

ら市場のセンチメントが悪化し、大きく売ら

れました。ダウ平均は週間で 500ドル近い

大幅な下落で、ほぼ年初の水準まで戻した格

好です。 

 ハイテク株比率の高いナスダック総合指

数の下落率はダウ平均やS&P500に比べる

とやや小幅にとどまりました。 

 

米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と予想PERの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

PG ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 0.1

（出所）マネックス証券作成

値上がり率ランキング（7/28-8/1）

＜上昇＞ 

 ダウ平均が週間で 500ドル近い急落となり、上昇したのは市場予想を上回る良好な決算を発表

したプロクター・アンド・ギャンブル（PG）1社にとどまりました。 

 

＜下落＞ 

 31日の急落時にはダウ平均採用銘柄がすべて下落するなど多くの銘柄が売られました。中でも

エクソン・モービル（XOM）やシェブロン（CVX）などエネルギー関連株の下げが目立ちました。 

 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン
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ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

AXP アメリカン･エキスプレス -5.9

PFE ファイザー -4.4

JPM JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ -4.3

XOM エクソンモービル -4.2

CVX ｼｪﾌﾞﾛﾝ -4.2

KO ザ コカ･コーラカンパニー -4.2

CAT キャタピラー -4.1

UTX ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ -3.8

CSCO シスコシステムズ 　　　 -3.8

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -3.8

（出所）マネックス証券作成

値下がり率ランキング（7/28-8/1）
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非農業部門雇用者数（前月差） 7 月 +20.9 万人 市場予想 +23.0 万人 前月 +29.8 万人（上方修正） 

今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

先週重要な経済指標が一挙に発表されたことも

あって、今週は経済指標の発表は少なめですが、5

日に ISM非製造業景況感指数が発表されます。 

 

1日に先に発表された製造業指数は57.1と改善

と悪化の分岐点となる 50を大きく上回り、2011

年 4月以来約 3年ぶりの高水準でした。個人消費

関連の指標が堅調に推移していることから、サービ

ス業の景況感を示す非製造業指数についても前月

の 56.0前後の堅調な数値が期待されます。 

 

 

8月 5日 ISM非製造業景況感指数    市場予想 56.5     前月 56.0 

  

1日に発表された雇用統計で非農業部門雇用者数

は前月から 20.9万人の増加と市場予想を下回りま

した。6月分は 28.8万増から 29.8万人増に上方

修正が行われています。市場予想を下回って雇用者

数の伸びが前月から鈍化しましたが、悲観する必要

はないと思われます。 

7月分は堅調な増加の目安とされる 20万人増を

上回っているとともに、元々28.8万人と非常に強

い数値だった 6月分がさらに上方修正されるなど、

米国の労働市場の順調な回復が続いていることが

改めて明らかになった格好です。同日に発表された

ISM製造業景況感指数なども良好で、米国経済は堅

調に推移していると見てよさそうです。 

（出所)マネックス証券作成

非農業部門雇用者数前月差　（政府統計vsADP雇用統計）
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先週のマーケットビューでは重要指標の堅調な内容の発表と良好な企業決算とあわせて株式市場

は一段高する可能性が高いと述べましたが、結果は週間でダウ平均は 500ドル近い大幅下落となり

ました。まずは予想が大きく外れたことを率直にお詫びしたいと思います。ただ、筆者は今回の急落

は積極的に押し目を拾ってよい局面ではないかと考えています。その理由は以下のとおりです。 

 

31日にダウ平均は 300ドルを超す急落が起き、市場では「4－6月期のGDP上振れなどから利

上げ時期が早まるとの観測が高まった」であるとか「アルゼンチンのデフォルト問題がセンチメント

を悪くした」などの解説が行われています。ただ、FF金利先物の利回り予測を確認するとマーケッ

トの利上げ予想時期は 2015年 8月と GDP発表前から大きな変化はありません。アルゼンチン問

題についても以前から報じられていて、デフォルトの影響度を含めて大きな驚きはないはずです。つ

まり、今回の急落にさしたる理由はなく、結局高値圏で売りが売りを呼ぶ展開になったといったとこ

ろだと考えています。 

 

筆者はこれまでも繰り返し述べてきたとおり、米国株の投資タイミングは米国の実体経済や企業業

績を基準に考えるべきだと思っています。それでは現在両者はどういった状況でしょうか。 

 

本レポートでも述べたとおり、雇用統計からは労働市場が堅調に拡大していることが伺え、企業側

からみた景況感を示す ISM製造業指数は 3年ぶりの高水準です。米国経済でもっとも重要な個人消

費についての指標も、7月の新車販売台数が 1650万台（年率換算）近くと、落ち込みの兆候は見

られません。更に企業業績は、トムソン・ロイター社の 8月 1日時点の集計によれば、S&P500採

用銘柄の4―6月期決算は前年同期比 7.7％の増益と、25日時点の 6.5％増益から上方修正されま

した。既に 500社中 378社の決算発表が行われ、うち 69％がアナリスト予想を上回る利益を発表

しています。 

 

以上のように、米国経済・企業業績とも大変良好な状態にあると言ってよいでしょう。実体経済や

企業業績が良好な中での急落だからこそ、押し目を拾える好機なのではと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 

マーケットビュー－良好な経済指標と企業業績を背景に押し目を拾っていい局面－ 
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・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものでは

ございません。  

・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、

勧誘するものではございません。  

・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  

・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。  

 

・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございませ

ん。  

・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  

・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なしに転

用・複製・配布することはできません。  

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 165 号  

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、 

一般社団法人 日本投資顧問業 

協会 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価

を契約先証券会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではあり

ません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約先

証券会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券と本

レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 


